
森林資源の責任ある調達の動向 
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本日の講演内容 

1. WWFについて    

2. 世界の森林資源の状況  

3. 責任ある森林資源の調達   



Shorter title 
Secondary information can go here 

XX-XX Month, Year  

• Additional information can run 

• Underneath if necessary 

1. WWFについて    



WWF(World Wide Fund for Nature) 
（公益財団法人）世界自然保護基金は、
地球環境保全団体（NGO）です。 

WWFのミッション 
「地球環境の悪化を食い止め、 
人類が自然と調和して生きる未来を築く」 

森を守る 海を守る 地球温暖化を防ぐ 

1961年設立 

野生動物を守る 

汚染を防ぎ資源を守る 

WWFについて 
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2. 世界の森林資源の状況  



■FAO（国連食糧農業機関）の Global Forest Resources   
 Assessment 2015 
• 世界の森林面積  約 40億ヘクタール（地球の陸地面積の約1/3） 
• 世界の自然林減少  年間760万ヘクタール (日本の約1/5) 
• アマゾン, インドネシア, アフリカなど熱帯地域での森林減少が深刻   

燃料として（薪など） 

農地・植林地として 建築・家具・紙など用途は様々 

森林火災（自然・人為的） 

世界の森林資源について 

違法伐採 

原因 



“Deforestation Front (森林破壊の最前線)” 

 WWFの報告書「森林破壊の最前線」では、2010年-30年までの 
 森林破壊の80%が世界のわずか11の地域で起こると予測 

© WWF 



森林減少の要因（地域別） 

森林減少の
最大の要因 

森林減少の
重要な要因 

森林減少の要因
としては軽度 

森林減少の 

要因ではない 

森林減少の多くは、資源採集や”世界の消費”と結びついている 
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3. 責任ある森林資源の調達  



責任ある森林資源の調達 ～これまでの流れ 

• 1980年代以降：熱帯地域を中心に森林減少が問題視されていた
ものの、対策について世界各国で利害が対立 
 

• 1992年：リオ・サミットにて、森林条約への合意がなされな
かった（気候変動枠組条約、生物多様性条約は成立）ため、「条
約」という政府間の手段で解決を目指すのではなく、「市場」の
力を使った民間での解決をめざし、ＷＷＦが中心となってFSC森
林認証制度を立ち上げへ 
 

• 2000年以降：森林認証製品以外の調達についても何らかの規律
が必要という考え方が普及。森林認証も包括した「責任ある調
達」の考え方が登場 
 

• 2005年前後～：「責任ある調達」を各企業が実施する手段とし
て、日本でも木材や紙の調達方針の策定が広がる。最低限の要求
事項として「違法伐採でないこと」 
 

• 2010年頃～：合法性＝持続可能性ではないことを踏まえた「持
続可能性の確認」が主流に。「森林減少ゼロ」の考え方が登場。 
 

• 2015年前後～現在：木材や紙以外の原料についても「責任ある
調達」が広がるとともに「透明性のある実施」が求められるよう
に。世界的にはサプライチェーンでの「森林減少ゼロ」や人権侵
害がないこと等が求められている 
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• 日本では紙の事例が先行し、木材（住宅）などが続く 

• 近年はパーム油、天然ゴムの調達方針も増加傾向 

 

調達方針を公表している業種（概ね方針の公表順） 

 

コピー用紙販売 

製紙・製紙関連業 

紙ユーザー（例「持続可能な紙利用のためのコンソーシアム」） 

住宅 

オフィス家具 

楽器 

木材建材商社 

公的機関 

パーム油（化学） 

パーム油（食品） 

タイヤ 

森林に言及した調達方針の事例 



持続可能な紙利用のためのコンソーシアム 

2013年、持続可能な紙利用を実践する
ユーザー企業5社と(株)レスポンスアビ
リティ、WWFジャパンが協働で立ち上
げ。後に5社が新たに参画。 

■参画要件 
責任ある紙調達方針の策定と運用。 
 
■目的 
紙を生産・供給する側だけではなく、紙
を利用する側も含めた社会全体で適切な
紙利用を推進。 
 



大きな目的は、適切な森林管理を行っている生産者を支持し、森林減少・
劣化を食いとめるきっかけとなること。加えて、 

 

• NGOなどからの問い合わせに対応できるようにする 

 

• 資源の採取地で（環境面・社会面含む）問題がある場合の、組織として
の判断基準を示す 

 

• 顧客の調達方針や需要家の求めに合致した原料・製品が提供できること
を示す 

 

• 資源戦略として、長期的な原料調達を担保する 

 

• 投資家に対し、自社が「ESG投資」の対象にふさわしいことを示す 

 

調達方針の意義 



約100カ国で活動
を行っています。 

約100ヵ国で活動 

WWFジャパンは1971
年に設立されました。 

1961年設立 

世界で活動する
WWFのスタッフ
は約5000人です。 

約5000人 

約500万人 
 

世界中に約500万
人のサポーターが
います。 

ご清聴ありがとうございました 


